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概要：数学教育学会は，1959年に発足し，数理科学と数学教育の学理と実践に基づく総合的研究を通じて，すべての教育現場におけるより良い数学教育の実現を目指しそのために有用な活動を展開することを目的とする，日本学術会議に登録された協力学術研究団体です。
関心ある皆さんの入会をお待ちしています。
概要では，日本語はＭＳ明朝10.5pt，英数字はCentury 10.5ptを用いてください。句読点は，全角の「，」と「。」を用いてください。
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1． はじめに　←MS明朝，10.5pt，太字
　本文は，日本語はＭＳ明朝10.5pt，英数字はCentury 10.5ptを用いてください。
英数字は半角を用いてください。
句読点は，「，」と「。」を用いてください。

2． ページ書式
ページ書式は，21字43行2段組です。

3． 節の書式，図と表の書式について
3. 1　節の書式　←「3. 1」は半角
節の書式は，下記のようになります。さらに，「3. 1」の中に小項目を設定する場合は「3. 1. 1」となります。揃える
＊ 　 Taro DAISU　　←名前は最初のみ大文字
　　一般社団法人 数学教育学会
**　Jiro KIKA　　 ←名字は全て大文字
○○大学　←大学名までで学部は載せない

3. 2　図の書式
　図の書式については，図の下に1行を用いて，「図1　＊＊＊＊＊＊＊」と真ん中に来るよう
に記述してください。






図1　＊＊＊＊＊＊＊＊
本文内に図1に関する説明を必ず入れてください。
例：図1は，＊＊＊＊＊を表したものである。
3. 3　表の書式
　図の書式については，表の上に1行を用いて，「表1　＊＊＊＊＊＊＊」と真ん中に来るように記述してください。
本文内に表1に関する説明を必ず入れてください。
例：表1は，＊＊＊＊＊を表したものである。
表1　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



4． 引用・参考文献の本文内での書き方
4. 1　引用文献の書式
　引用文献の本文内での記述は，
松野（2001）は，「＊＊＊＊」と指摘しており，＊＊＊
のように，引用箇所を「　」でくくってわかるようにしてください。また章末の引用・参考文献欄には，引用箇所のページが明確にわかるようにしてください。

もし，論文内の複数個所で，同一論文の異なるページを引用する場合は，
松野（2001）は，「＊＊＊＊（p. 129）」と指摘しており，＊＊＊
のように，それぞれの部分で，何ページの引用であるのかがわかるようにしてください。いずれのカッコ（　　）も全角にしてください。
4. 2　参考文献の書式
　参考文献の本文内での記述は，
松野（2001）は，＊＊＊＊について検討しており，
のようにしてください。

　次のような記述方法もあります。
　先行研究では，＊＊＊について検討がなされてきた（松野 2001）。
　名前と発行年の数字の間は半角スペースを入れてください。

　一文内に複数の先行研究を挙げる場合は，次のように記述してください。
　先行研究では，＊＊＊について検討がなされてきた（松野 2001，山田・高田 2012，Kerry et al. 2014）。
著者間を分ける「，」は，全て全角を用いてください。
[bookmark: _GoBack]
5． 出版時期
春季年会，夏季研究会及び秋季例会で発行される予稿集と，学会誌を年2回（9月，3月）発行しています。

引用・参考文献　←MS明朝，10.5pt，太字
引用参考文献欄は，MS明朝 or Century，9pt
【論文の場合】
著者1・著者2，論文タイトル，学会誌名，Vol. xx，No. xx，pp. xxx-xxx，xxxx．←「・」「，」「．」は全角，最後は発行年の西暦。2行目から2マス字下げ
【著書の場合】
著者，書名，出版社，pp. xxx-xxx，xxxx．←「，」「．」は全角，最後は発行年の西暦
分担執筆者，分担章；編著者，書名，出版社，pp. xxx-xxx，xxxx．←「，」「．」は全角，最後は発行年の西暦
【英文の場合】
Author1, Author2 and Author3, Title, Journal, Vol. xx, No. xx, pp. xxx-xxx, xxxx. ←「,」「.」は半角，その後半角スペース Authorの書き方は，「Matsui, N」と名字を前に書き，半角カンマ，半角スペース，大文字で名前のイニシャルとしてください。海外の研究者も同様です。2行目から半角スペース4マス字下げ
【Webページの場合】
例：日本学術会議，持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議（2020年1月10日現在）
https://www.knt-metro.co.jp/ec/2020/sustainable/index.html　←閲覧した日を書いてください。
※最初の[1]，[2]といった番号は削除してください。
※引用・参考文献の並べ方は，論文，著書，英文，Webページの区別をせずに，アルファベット順にしてください（論文本文内の出現順ではありません）。
※同一著者による同年の論文等については，2001a年，2001b年というように，西暦の後にアルファベットをつけて区別してください。
